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公立小学校における教師のつながりを生み出す 
校内委員会の在り方に関する検討 

―チームで作り，チームが育つ個別の指導計画に着目して― 

 

教育学研究科 教育実践創成専攻 教育実践開発コース 教師力育成分野  河西七帆 

１１..ははじじめめにに  

筆者は県立の特別支援学校に勤務している。

通常学校の教師と連携する中で，特別な配慮を

必要とする児童生徒の指導に悩んでいる教師が

いることを知った。様々な実情を抱える教師に

寄り添い，共に課題に向き合うことが重要だと

考えるようになった。そこで，教師のつながり

を生み出す指導に着目し，検討を行うことにし

た。 

２２..研研究究のの背背景景  

（（１１））特特別別支支援援教教育育をを必必要要ととすするる児児童童生生徒徒のの 
増増加加のの背背景景 

近年，特別な配慮を必要とする児童数は増加

の傾向にある。増加の背景について，文部科学省

（2021）の報告では，「少子化に伴い学齢期の児

童生徒数が減少する中で，特別支援教育に対す

る理解が深まり，障害のある子どもが通う学校

の選定に関する制度の改正が進められている。」

と示された。古屋（2022）は，この点を受け，「特

別支援教育に関する抵抗感や違和感のような認

識が少なくなり，『特別の場』や『特別の教育課

程』を選択することが多くなったことを意味し，

特別支援教育を必要とする児童の増加を後押し

している。」と述べた。 
（（２２））特特別別支支援援教教育育のの充充実実ののたためめのの「「チチーームムとと

ししててのの学学校校」」のの必必要要性性ににつついいてて 
学びの場の多様化により，通常の学級，通級に

よる指導，特別支援学級，特別支援学校のそれぞ

れの環境整備の充実が求められる中，各学校は，

校内支援体制を構築し，「チーム学校」として課

題解決に取り組むことが求められる。生徒指導

提要においては，「チーム学校」を実現するため

の視点が示されている。その中の１つに，「教員

が持てる力を発揮できるように，校務分掌や校

内委員会の持ち方，業務の内容や進め方を見直 

 
すことが重要である。さらに，学び合うことので

きる同僚関係が不可欠であり，教職員の同僚性

が重要である。」と示している。 
（（３３））特特別別支支援援教教育育にに関関すするる校校内内委委員員会会ととはは 
「チーム学校」として課題解決していくため

の校内体制について述べる。文部科学省が定め

ている，特別支援教育における校内体制の１つ

に校内委員会がある。役割は，図１に示した通り

である。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

［図１］校内委員会の役割（筆者が作成） 

（（４４））校校内内委委員員会会のの課課題題ととはは 

文部科学省（2024）は，「各学校においては，

校内委員会の在り方について点検し，校内委員

会自体が形骸化しているなど，本来の果たすべ

き役割が，十分に機能していないのであれば，必

要な見直しを図る必要がある。」と示している。

徳永ら(2017)は，「校内委員会の課題は，具体的

な支援方策について十分に検討されていない状

況が存在すること。」と述べている。また，尾花・

加瀬（2021）は，「校内委員会の開催や設置とい

った形式的な体制整備は進んでいるものの，運

営方法や協議の質に関しては依然として大きな

課題が残っている。」と述べた。さらに，眞渕ら

（2019）は，「地域の実態に応じた様々な取組を

行っている学校が増えている一方で，『校内支援
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体制の構築』，『教員間の共通理解』等は未だ十分

でない。」と指摘した。 

そこで筆者は，校内委員会の複数の質的課題を

受け，改善するための手立てとして，校内委員会

の役割の１つである「個別の指導計画」の作成・

活用に着目することにした。本研究における校

内委員会の質的課題は，「校内委員会が中心とな

り，特別な教育的ニーズを持つ児童に対する具

体的な支援内容や配慮点について，支援体制が

確立されておらず，検討が行われていないこと」

と定義する。 

３３．．研研究究のの目目的的  

研究目的は，「『個別の指導計画』の作成・活用

に焦点を当て，公立小学校における教師間のつ

ながりを促進する校内委員会のあり方を検討す

ること」である。なお，本研究における，教師の

つながりとは，「児童にかかわる教師が，対象児

童の学習や生活面における，困難を改善・軽減し

ていくために，指導方針を共有し，共に実践して

いくこと」を意味する。 

４４．．研研究究仮仮説説  

本研究における，研究仮説は，「校内委員会に

おいて，PDCAサイクルに基づき，複数の教師が，

『個別の指導計画』を検討することで，教師同士

のつながりを生み出し，日々の指導の充実に繋

がるのではないか」とした。 

５５．．研研究究方方法法  

（（１１））質質問問紙紙調調査査  

（（２２））実実習習校校ににおおけけるる実実態態把把握握とと支支援援のの実実施施  

（（３３））校校内内委委員員会会をを通通じじたた教教師師ののつつななががりり作作りり            

のの検検討討（（半半構構造造化化イインンタタビビュューーのの実実施施）） 
以下（１）～（３）の研究方法に即し，その詳

細を記述する。 
６６．．研研究究内内容容とと結結果果 

（（１１））質質問問紙紙調調査査 
①①  目目的的  

「個別の指導計画」の作成と活用について，山

梨県内の公立小学校の状況を把握するため  

②②  調調査査のの対対象象    

山梨県内の小学校に勤務する特別支援教育コ

ーディネーター ，特別支援学級担任  

  

③③  調調査査のの状状況況やや手手続続きき  

２０２４年７月２６日～８月３０日の間，山梨

県内の全小学校の特別支援教育コーディネータ

ー，特別支援学級担任に依頼し，Google Forms

を用いた質問紙調査を無記名で実施した。合計

１９１名より回答を得た。 
④④  アアンンケケーートト項項目目 
 

 
 
 
 
 
 
⑤⑤  アアンンケケーートト結結果果 

 
［図２］個別の指導計画の作成において困っていること

について（n＝１９１） 

「個別の指導計画」の作成に，困り感を抱えて

いる教師は１２１名いた。所属する学校規模に

おける差異はみられなかった。多くの教師が，

「指導内容や目標の立て方」「実態把握」につい

て困り感を抱えていることが明らかとなった。 

 
［図３］作成する段階で困った際の相談相手について 

（n＝１９１） 

特別支援学級担任同士で解決しようとする傾

向が見られたが，交流学級の担任に相談するケ

ースは２割であった。また，少数ではあるが，相

談する相手がいない教師がいることが分かった。 
 
 

・回答者について（年代，経験年数， 
学校規模等） 
・今年度における「個別の指導計画」の作成

の実施状況について 
・「個別の指導計画」の作成における困り感

や相談体制について 
・「個別の指導計画」の効果的な作成や活用

方法について 
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［図４］効果的な作成や活用方法について（n＝１８９） 

「個別の指導計画」を指導・支援に役立てたケ

ースが大半であった。一方で校内委員会におい

て，支援方針の内容や支援方法について検討し

たケースは２割弱であった。 
 
 
 
 
 
 
 

 

［図５］個別の指導計画を作成・活用する中で，効果的

に作成や活用した事例について（n＝１９１） 

「AI テキストマイニング by ユーザーローカ

ル」を使用して自由記述をまとめた。「個別の指

導計画」を作成するが，活用をしていないケース

が多いことが明らかとなった。一方で保護者懇

談や次年度の担任との引継ぎ，個別の教育支援

計画の作成において活用している事例があるこ

とが分かった。さらに，話し合いを経て「個別の

指導計画」を作成したケースは，１６件存在する

ことが分かった。具体的な内容を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

［図６］個別の指導計画の改善・見直しについて 

（n＝１９１） 

約半数は作成を行ったが，改善・見直しが行わ

れなかったケースが存在した。この背景には，以

下のような理由が挙げられた。 
 
 
 

（（２２））実実習習校校ににおおけけるる実実態態把把握握とと支支援援のの実実施施  

①①  目目的的  

・公立小学校 特別支援学級における実態を

把握し，理論研究をもとにした支援を行い，

その効果を考察するため 

・複数の教師による「個別の指導計画」の作成

と校内委員会での検討が質的課題の改善に

寄与するかを明らかにするため 

②②  対対象象  

実習校（山梨県内公立小学校）の 

特別支援学級担任 

③③  支支援援のの概概要要  

アンケート結果や文献調査,実習校の様子か

ら３つの実態が明らかになった。実態に応じて，

実習校において３種類の支援を行った。 

 

 

 

 

  

aa．．支支援援そそのの１１「「学学習習会会『『個個別別のの指指導導計計画画をを作作

成成ししよようう』』のの主主催催」」  

公立小学校の特別支援教育コーディネーター

に周知されている，山梨県教育委員会（2021）「特

別支援教育コーディネーターハンドブック」を

基にし，「個別の指導計画」作成に関する学習会

を実施した。指導の実践に際しては，PDCAサイ

クルに基づき見直しを行いながら，適切で必要

・特別支援学校のセンター的機能を活用  
・専門家（医療，大学教授等）を活用 
・特別支援学級と交流学級の担任で検討 
・特別支援学級の担任で検討 

・改善や見直しを行う必要がないため。 
・見直しを行う時間的な余裕がないため。 
・評価の仕方が良く分からないため。 

実実態態そそのの１１ 
「個別の指導計画」を作成したことがない教

師が複数名いる。さらに，作成方法について

詳しく知りたい教師が多い。 
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把握し，理論研究をもとにした支援を行い，

その効果を考察するため 

・複数の教師による「個別の指導計画」の作成

と校内委員会での検討が質的課題の改善に

寄与するかを明らかにするため 

②②  対対象象  

実習校（山梨県内公立小学校）の 

特別支援学級担任 

③③  支支援援のの概概要要  

アンケート結果や文献調査,実習校の様子か

ら３つの実態が明らかになった。実態に応じて，

実習校において３種類の支援を行った。 

 

 

 

 

  

aa．．支支援援そそのの１１「「学学習習会会『『個個別別のの指指導導計計画画をを作作

成成ししよようう』』のの主主催催」」  

公立小学校の特別支援教育コーディネーター

に周知されている，山梨県教育委員会（2021）「特

別支援教育コーディネーターハンドブック」を

基にし，「個別の指導計画」作成に関する学習会

を実施した。指導の実践に際しては，PDCAサイ

クルに基づき見直しを行いながら，適切で必要

・特別支援学校のセンター的機能を活用  
・専門家（医療，大学教授等）を活用 
・特別支援学級と交流学級の担任で検討 
・特別支援学級の担任で検討 

・改善や見直しを行う必要がないため。 
・見直しを行う時間的な余裕がないため。 
・評価の仕方が良く分からないため。 

実実態態そそのの１１ 
「個別の指導計画」を作成したことがない教

師が複数名いる。さらに，作成方法について

詳しく知りたい教師が多い。 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白，，文文字字数数，，行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  

ここのの赤赤字字部部分分はは，，編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで，，そそののままままににすするるこことと  
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な指導を進めることの重要性を伝えた。さらに，

以下の点を強調して伝えた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

ｂｂ．．支支援援そそのの２２「「『『個個別別のの指指導導計計画画』』（（自自立立活活動動編編））

のの様様式式のの作作成成」」  

「石隈・田村式の個別指導計画シート」を修正

利用し，PDCAサイクルに基づく「個別指導計画」

（自立活動編）の様式（図 7）を作成した。本シ

ートは，教師間のつながりを促進するためのツ

ールとして有効であると考える。以下に特徴を

詳述する。  

  

・・長長所所やや強強みみをを明明示示化化  

「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 

自立活動編」における自立活動の目標には，「心

身の調和の取れた発達の基盤を育むこと」とい

う表現が含まれている。心身の調和的発達とは，

発達の遅れや不均衡を改善し，発達の進んでい

る側面（長所や強み）をさらに伸ばすことである。

吉井（2023）は，「発達の進んでいる側面を促進

することで，児童の意欲が高まり，諸側面に波及

効果がある。」と述べた。つまり，かかわる教師

で長所を見つけ，伸ばすことで，障害における困

難や課題を底上げすることができる。強みと弱

みを明確にした上で，指導目標や指導内容を検

討する。  

  

・・自自立立活活動動のの内内容容６６区区分分のの明明示示化化  

自立活動の内容は，「人間として基本的な行動

を遂行するために必要な要素」と「障害による学

習上または生活上の困難さを改善・克服するた

めに必要な要素」で構成されている。これらは

「６区分２７項目」にまとめられる。児童の情報

は，自立活動の内容６区分に分類し，気になる点

については，見えている困難さを把握し，その原

因や背景を探り，児童の情報を整理する。 

  

・・分分かかりりややすすいい自自立立活活動動のの表表現現 

自立活動の要素である６区分の表現を，いる

かどり，武井恒，滝澤健（2024）「特別支援教育

『自立活動』の授業づくり」から引用し，より分

かりやすい表現とすることで，授業にも活用で

きるようにする。これにより，児童自身が目的を

理解し，積極的に授業に参加することを目指す。 

  

・・交交流流学学級級ににおおけけるる児児童童のの情情報報  

交流学級における情報を記載することにより，

特別支援学級と交流学級の担任の情報共有を促

す。 

  

・・授授業業計計画画のの立立案案  

PLAN の要素である授業計画の欄には，短期目

標に対して具体的に実践できるスモールステッ

プの案を記載する。指導の目標を明示化するこ

とで，担当する教師が足並みを揃えて指導を行

うことに繋がる。さらに，指導の期間についても

具体的に記載することで，教師が見通しを持ち

ながら指導を進めることを可能にする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実実態態そそのの２２ 
・教師間の連携や協働が十分に行われていな

い。 
・自立活動の内容６区分に基づく実態把握が

不十分である。 
・個別の指導計画の評価欄に何を書けば良い

か分からない。 
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［図７］個別の指導計画様式 

【個別の指導計画】 （（自自立立活活動動編編））

長期目標（１年間に伸ばしたい力）

からだ
（健康の保持）

きもち
（心理的な安定）

かかわり
（人間関係の形成）

みる・きく・おぼえる
等（環境の把握）

うごき
（身体の動き）

はなす（コミュニ
ケーション）

長所／強み
興味・関心
があること

気になる
ところ

背景要因
（気になる
ところ）

中心的な
課題

その他

いつからいつまで行うか

SEE

次次回回のの話話しし合合いいのの日日程程
令令和和　　年年　　月月　　日日

評価
（うまくいったこと、
うまくいかなかったこと）

自立活動6区分

これからの支援で何を行うか
(配慮も記入）

PLAN

誰が行うか(教室名も記入）

指導のめあて

作作成成日日　　年年　　　　月月　　　　　　日日（（    　　））

児児童童氏氏名名【　　　　　　　　　　　】
学学級級担担任任氏氏名名【　　　　　　　　　】　　交交流流学学級級担担任任氏氏名名【　　　　　　　　　　】

GOAL

児
童
の
情
報

短期目標（学期で伸ばしたい力）

　　　　　　　　　　ふりがな

・苦手な面を補う視点だけではなく、児童の良さや強みを活かす視点が大切です。

・児童の興味・関心があることを知ることは、授業内容の設定にも役立ちます！

・交流学級、特別支援学級それぞれの児童の情報を知ることは、チームで対応していく基

礎となります。

気になる行動の背景や心情の理解を明記することが大

切です。見えている困難さから、行動の原因や背景を

探っていきましょう。

・中心的な課題には、本人・保護者のねがいを取り入れるようにします。

・内容については、6区分の内容を関連させ、「これができたら、これが改善されたら、学習や生活がもっと楽になるだろ

うな」（指導の対象）が何かを考えます。

・以下の児童の情報をもとに、欲張らず、見通しをもって段階的に設定します。

・目標は児童との合意形成が大切です。達成感が味わえる目標にしましょう。

・目標を具体的にすることで、評価もより具体的になります。

・チームで多面的な視点から考えることが大切です。

背景要因は、他の区分と関連するこ

ともあります。

交流学級

特別支援学級

指導が行われたら、定期的に評価を行い、次のステップに繋げていくことが大切です。

・設定した目標が妥当だったのか

・教材・教具がその児童に合っていたか

・指導内容や方法は適切だったか

・児童の興味・関心を喚起するものだったか

以上のような観点で検討し、個別の指導計画を改善していきましょう。

・”いつからいつまで行うか”を具体的に示すことで、評価がしやすくな

ります。

・指導のめあてでは、担任全員に共通するめあてを記入します。例えば、

「一日、一回褒める」「前時の授業に次時の授業の持ち物や教室場所の

確認を行う」等を記入します。

・項目については全部、うめなくて大丈夫です！

・分かっている範囲で記入していきましょう！

・多面的な視点から、作成・活用するために、チームで内容を検討していくことが大切です。

特別支援学級

交流学級

交流学級

交流学級

交流学級

特別支援学級

特別支援学級

特別支援学級

特別支援学級

交流学級
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［図７］個別の指導計画様式 

【個別の指導計画】 （（自自立立活活動動編編））

長期目標（１年間に伸ばしたい力）

からだ
（健康の保持）

きもち
（心理的な安定）

かかわり
（人間関係の形成）

みる・きく・おぼえる
等（環境の把握）

うごき
（身体の動き）

はなす（コミュニ
ケーション）

長所／強み
興味・関心
があること

気になる
ところ

背景要因
（気になる
ところ）

中心的な
課題

その他

いつからいつまで行うか

SEE

次次回回のの話話しし合合いいのの日日程程
令令和和　　年年　　月月　　日日

評価
（うまくいったこと、
うまくいかなかったこと）

自立活動6区分

これからの支援で何を行うか
(配慮も記入）

PLAN

誰が行うか(教室名も記入）

指導のめあて

作作成成日日　　年年　　　　月月　　　　　　日日（（    　　））

児児童童氏氏名名【　　　　　　　　　　　】
学学級級担担任任氏氏名名【　　　　　　　　　】　　交交流流学学級級担担任任氏氏名名【　　　　　　　　　　】

GOAL

児
童
の
情
報

短期目標（学期で伸ばしたい力）

　　　　　　　　　　ふりがな

・苦手な面を補う視点だけではなく、児童の良さや強みを活かす視点が大切です。

・児童の興味・関心があることを知ることは、授業内容の設定にも役立ちます！

・交流学級、特別支援学級それぞれの児童の情報を知ることは、チームで対応していく基

礎となります。

気になる行動の背景や心情の理解を明記することが大

切です。見えている困難さから、行動の原因や背景を

探っていきましょう。

・中心的な課題には、本人・保護者のねがいを取り入れるようにします。

・内容については、6区分の内容を関連させ、「これができたら、これが改善されたら、学習や生活がもっと楽になるだろ

うな」（指導の対象）が何かを考えます。

・以下の児童の情報をもとに、欲張らず、見通しをもって段階的に設定します。

・目標は児童との合意形成が大切です。達成感が味わえる目標にしましょう。

・目標を具体的にすることで、評価もより具体的になります。

・チームで多面的な視点から考えることが大切です。

背景要因は、他の区分と関連するこ

ともあります。

交流学級

特別支援学級

指導が行われたら、定期的に評価を行い、次のステップに繋げていくことが大切です。

・設定した目標が妥当だったのか

・教材・教具がその児童に合っていたか

・指導内容や方法は適切だったか

・児童の興味・関心を喚起するものだったか

以上のような観点で検討し、個別の指導計画を改善していきましょう。

・”いつからいつまで行うか”を具体的に示すことで、評価がしやすくな

ります。

・指導のめあてでは、担任全員に共通するめあてを記入します。例えば、

「一日、一回褒める」「前時の授業に次時の授業の持ち物や教室場所の

確認を行う」等を記入します。

・項目については全部、うめなくて大丈夫です！

・分かっている範囲で記入していきましょう！

・多面的な視点から、作成・活用するために、チームで内容を検討していくことが大切です。

特別支援学級

交流学級

交流学級

交流学級

交流学級

特別支援学級

特別支援学級

特別支援学級

特別支援学級

交流学級
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ｃｃ．．支支援援そそのの３３「「カカーードド分分類類法法をを用用いいたた『『個個別別

のの指指導導計計画画』』のの作作成成」」 
「カード分類法」は，川喜多二郎によって考案

され，KJ法を修正して利用した手法である。こ

の手法を活用し，事前に付箋に記載した情報を

持ち寄り，自立活動の内容６区分ごとに児童の

情報を収集した。この方法の利点としては，少数

意見を活用できること，参加者の考えや思いを

可視化しながら情報を共有できること，そして

気軽に実施できる点が挙げられる。（イメージ図

については，図８を参照） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図８］カード分類法を用いた個別の指導計画の作成 

手順について以下に示す。 

教教員員間間でで共共有有すするるこことと：： 
①指導の方向性  
②学習上，生活上の様子 
③合理的配慮について 
参参加加者者：：特特別別支支援援学学級級担担任任 
方方法法：カード分類法を活用し，自立活動の内容６

区分ごと，児童の情報を収集する。 
 
その後，「個別の指導計画」を作成する。 
（（３３））校校内内委委員員会会をを通通じじたた教教師師ののつつななががりり作作りり

のの検検討討（（半半構構造造化化イインンタタビビュューーのの実実施施）） 
①①  目目的的 
支援実施後の特別支援学級担任の行動変容

について把握するため 

②②  対対象象 
 実習校の特別支援学級担任 複数名 
③③  質質問問項項目目 

 
 

 
 
なお，倫理的配慮において研究協力者には,調
査の目的，録音の承諾について口答と書面によ

る説明を行い，個人が特定されないよう配慮す

ることを伝えて承諾を得た。 
④④  調調査査方方法法 
インタビュー終了後，逐語録を作成し，事例コ

ードマトリックスの形式を用いてコードとカテ

ゴリに分類した。その結果，１１のコードと４つ

のカテゴリが生成された（表１）。さらに，前述

の質問調査で得られた結果との関連性について

分析を行った。 
［表１］インタビュー結果 

カテゴリ コード（一例） 
「個別の指導計画」

の検討会の重要性 
・今年みたいに，検討す

る時間を計画的に確

保したい。 
・（話し合いの規模は）

大きくなくて良いか

ら，話し合いの時間を

増やしていきたいと

思うようになった。 
教師の連携（管理

職，交流学級の担

任，特別支援学級担

任同士） 
 
 
 
 
 
 
 

・管理職と話をするこ

との大切さを感じる。 
・足並みを揃えた指導

のために，交流学級の

担任と相談する時間

をさらに確保したい

と思うようになった。 
・放課後，特別支援学級

担任や交流学級の担

任と１５分くらいの

ミーティングを行い

始めた。 
・ICT等も活用した，児

実実態態そそのの３３ 
互いに，他の教師の児童に関する情報をもっ

と知りたいと考えている。一方で，日々の忙

しさから，児童に関する対話が少ない。 
 

 

質質問問：：「『個別の指導計画』にかかわる，いく

つかの支援を行わせていただきましたが，い

かがだったでしょうか？」 
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童の見方の共有をア

ウトプットしていく

ことが必要であると

思う。そのため，児童

の長所を全職員が共

有できる，「できたこ

とメール」を始めた。 
「個別の指導計画」

の作成に関するこ

と 

・作成の方法や実態把

握の方法を知ること

ができて助かった。 
・改善や見直しの大切

さを知り，今年度は短

期目標を改善した。 
指導に関すること ・様々な見方を知り，児

童に対するかかわり

の幅を広げられた。 
・教師同士のコミュニ

ケーションを大切に

することで指導がよ

り前向きになった。 
６６．．考考察察 
（（１１））指指導導にに関関すするるこことと 
アンケート結果および実習校の実態から，多

くの教師が「個別の指導計画」の作成において，

具体的な指導内容や目標設定に難しさを感じて

いることが明らかとなった。自由記述からは，特

別支援教育の自立活動の内容６区分に基づく実

態把握が不十分であることが示唆され，普段の

授業作りに困難を感じている教師が多いことが

推測された。また，多くの教師が指導の評価に難

しさを感じていることが明らかとなった。 
児童の障害による困難さを改善するためには，

「指導の対象」，つまり「指導すべき課題」を明

確にする必要がある。教師は，段階的な目標をい

くつも経て「指導すべき課題」の改善につなげる

過程を見通すことが求められる。しかし，上記の

実態が実情である。「指導すべき課題」は，児童

の困難さの原因や背景から導き出し，スモール

ステップで複数の目標を経て改善に繋げる。さ

らに，指導を可視化するツールである，「個別の

指導計画」も短期間で作成するのではなく，把握

している児童の実態を，長期的な計画のもと段

階的に記入していくことで，児童の成長を引き

出すことに繋がる。評価のためのツールとして

は，応用行動分析学に基づいた「日々の記録表」

（図９）を記述するのが有効ではないかと考え

た。指導の結果を振り返る際に，児童の状況を視

覚的に分かりやすくするために以下の工夫を行

った。具体的には，望ましい行動が見られた際は

黄色，問題となる行動が見られた際は水色に色

分けした。この方法により，一定期間の指導を振

り返る際に，児童の成長や課題を一目で把握で

きると考えられる。また，この記録表を基に，指

導の手立てが実行可能であり，効果的であるか

を検証し，教師の指導に反映させることができ

ると考える。 
 

 

 

 

 

 

 

［図９］日々の記録表 

（（２２））教教師師ののつつななががりりにに関関すするるこことと 
校内体制を整備していくためには，教師間の

つながりを強めた支援が必要となる。提案した

「個別の指導計画」の様式は，複数の教師が協議

し，より良い指導を検討するためのツールとし

て有効であると考える。また，校内委員会を設置

する際には，環境づくりが重要であることが分

かった。初めから校内委員会のような大きな組

織を立ち上げるのではなく，小集団であるいく

つかのチームをまず設置する必要がある。小集

団で，定期的に情報共有やケース会議等を行う

ことで，各教師が抱える課題や悩みを共有し，解

決策を見出すことに繋がる。また，校内委員会が

設置された際にも，小集団のつながりを基盤と

し，効果的な進行が可能となると考える。 
（（３３））校校内内委委員員会会ををももととにに教教師師ががつつななががるるこことと 
「個別の指導計画」を連携のためのツールとし

て活用していく予定だったが，それを用いたケ

ース会議を行うことは叶わなかった。現場の多

忙さを肌で感じた。そのため，「個別の指導計画」

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白，，文文字字数数，，行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  

ここのの赤赤字字部部分分はは，，編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで，，そそののままままににすするるこことと  
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の作成に関する支援をいくつか行った結果，教

師たちが対話を通じて児童の指導を検討するこ

とができた。検討を重ねる中で，「個別の指導計

画」の作成・活用が校内委員会の質的課題を改善

させ，教師のつながりを促進するためには，土台

作りが重要であることが分かった。土台作りに

関して，以下の２つを提案する。１つ目は，前述

した小集団のチーム作りである。表２に示した，

３つのチームのような小集団のチームで繋がり，

その延長線上に校内委員会を設置する。 
［表２］小集団のチームづくりについて 
〇チーム管理職（管理職・特別支援学級担任） 
〇チーム交流学級（交流学級・特別支援学級担任）                
〇チーム特別支援学級（特別支援学級担任同士） 
２つ目は，「個別の指導計画」作成に伴う実態

把握や教師同士のアウトプットである。そのイ

メージ図である「『個別の指導計画』を生かした

校内委員会」については，図１０に示す。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
［図１０］個別の指導計画』を生かした校内委員会 

７７．．結結論論 
特別支援学級では，児童が安心して集団生活

に参加できる方法を模索していた。しかし，その

具体的な方法を見つけることは容易なことでは

ない。各チームにおいて，日常の会話や指導の記

録を蓄積し，複数の教師とアウトプットを繰り

返しながら検討することで，合理的配慮・指導・

支援の何が必要なのか知る手がかりが見える。

そうしたチームによる支援が実を結び，「個別の

指導計画」が特別支援学級，交流学級，学校全体

へと橋を架ける役割を果たすことで，校内委員

会を通して教師のつながりを生み出すことがで

きるのではないかと考える。 
通常学校で特別支援教育に携わる教師に寄り

添い，共に課題に向き合うことの重要性を認識

し，小学校現場において児童の支援について検

討を重ねた。本研究において作成した「個別の指

導計画」（自立活動編）の様式は，フィードバッ

クを基に再評価し，さらなる精緻化が求められ

る。今後も小学校教師とのつながりを強め，これ

までの取組を基盤に一層の広がりを模索し，引

き続き研究を深化させる考えである。 
謝謝辞辞 
 本研究の実習及び研究の遂行に際し，本学の

障害児教育講座の吉井勘人教授には，貴重なご

助言をいただきました。また，アンケートにご協

力いただいた先生方に感謝申し上げます。最後

に，実習校の皆さまへ心より感謝申し上げます。 
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・文部科学省（2018）特別支援学校教育要領・学

習指導要領解説自立活動編(幼稚部・小学部・

中学部)（P48～49） 

・生徒指導提要（改訂版）（P71） 

・文部科学省（2021）新しい時代の特別支援教育

の在り方に関する有識者会議の報告（P1～2） 

・文部科学省（2024）「特別支援教育体制整備状

況調査」及び「通級による指導実施状況調査」 

の結果について（周知） 

・山梨県教育委員会（2021）特別支援教育コーデ

ィネーターハンドブック‐教育的ニーズに

気づき，支え，つなぐために‐（P12，17） 

・尾花諒・加瀬進（2021）特別支援教育における

「校内支援体制」に関する研究の現状と課題

（P172～174） 

・川浪博文（2018）特別支援教育の視点に立った

校内支援体制の構築と効果的な運用‐特別

支援教育コーディネーターを中心にした学

級担任への支援の方策を探る‐ 

・いるかどり，武井恒，滝澤健（2024）特別支援

教育「自立活動」の授業づくり（P38～41） 

・古屋義博（2022）文部科学省「教育支援資料」

改定を支える基調に関する考察‐統計上の

増加が顕著な情緒障害を例にして‐（P6） 
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童の見方の共有をア

ウトプットしていく

ことが必要であると

思う。そのため，児童

の長所を全職員が共

有できる，「できたこ

とメール」を始めた。 
「個別の指導計画」

の作成に関するこ

と 

・作成の方法や実態把

握の方法を知ること

ができて助かった。 
・改善や見直しの大切

さを知り，今年度は短

期目標を改善した。 
指導に関すること ・様々な見方を知り，児

童に対するかかわり

の幅を広げられた。 
・教師同士のコミュニ

ケーションを大切に

することで指導がよ

り前向きになった。 
６６．．考考察察 
（（１１））指指導導にに関関すするるこことと 
アンケート結果および実習校の実態から，多

くの教師が「個別の指導計画」の作成において，

具体的な指導内容や目標設定に難しさを感じて

いることが明らかとなった。自由記述からは，特

別支援教育の自立活動の内容６区分に基づく実

態把握が不十分であることが示唆され，普段の

授業作りに困難を感じている教師が多いことが

推測された。また，多くの教師が指導の評価に難

しさを感じていることが明らかとなった。 
児童の障害による困難さを改善するためには，

「指導の対象」，つまり「指導すべき課題」を明

確にする必要がある。教師は，段階的な目標をい

くつも経て「指導すべき課題」の改善につなげる

過程を見通すことが求められる。しかし，上記の

実態が実情である。「指導すべき課題」は，児童

の困難さの原因や背景から導き出し，スモール

ステップで複数の目標を経て改善に繋げる。さ

らに，指導を可視化するツールである，「個別の

指導計画」も短期間で作成するのではなく，把握

している児童の実態を，長期的な計画のもと段

階的に記入していくことで，児童の成長を引き

出すことに繋がる。評価のためのツールとして

は，応用行動分析学に基づいた「日々の記録表」

（図９）を記述するのが有効ではないかと考え

た。指導の結果を振り返る際に，児童の状況を視

覚的に分かりやすくするために以下の工夫を行

った。具体的には，望ましい行動が見られた際は

黄色，問題となる行動が見られた際は水色に色

分けした。この方法により，一定期間の指導を振

り返る際に，児童の成長や課題を一目で把握で

きると考えられる。また，この記録表を基に，指

導の手立てが実行可能であり，効果的であるか

を検証し，教師の指導に反映させることができ

ると考える。 
 

 

 

 

 

 

 

［図９］日々の記録表 

（（２２））教教師師ののつつななががりりにに関関すするるこことと 
校内体制を整備していくためには，教師間の

つながりを強めた支援が必要となる。提案した

「個別の指導計画」の様式は，複数の教師が協議

し，より良い指導を検討するためのツールとし

て有効であると考える。また，校内委員会を設置

する際には，環境づくりが重要であることが分

かった。初めから校内委員会のような大きな組

織を立ち上げるのではなく，小集団であるいく

つかのチームをまず設置する必要がある。小集

団で，定期的に情報共有やケース会議等を行う

ことで，各教師が抱える課題や悩みを共有し，解

決策を見出すことに繋がる。また，校内委員会が

設置された際にも，小集団のつながりを基盤と

し，効果的な進行が可能となると考える。 
（（３３））校校内内委委員員会会ををももととにに教教師師ががつつななががるるこことと 
「個別の指導計画」を連携のためのツールとし

て活用していく予定だったが，それを用いたケ

ース会議を行うことは叶わなかった。現場の多

忙さを肌で感じた。そのため，「個別の指導計画」

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白，，文文字字数数，，行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  

ここのの赤赤字字部部分分はは，，編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで，，そそののままままににすするるこことと  
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の作成に関する支援をいくつか行った結果，教

師たちが対話を通じて児童の指導を検討するこ

とができた。検討を重ねる中で，「個別の指導計

画」の作成・活用が校内委員会の質的課題を改善

させ，教師のつながりを促進するためには，土台

作りが重要であることが分かった。土台作りに

関して，以下の２つを提案する。１つ目は，前述

した小集団のチーム作りである。表２に示した，

３つのチームのような小集団のチームで繋がり，

その延長線上に校内委員会を設置する。 
［表２］小集団のチームづくりについて 
〇チーム管理職（管理職・特別支援学級担任） 
〇チーム交流学級（交流学級・特別支援学級担任）                
〇チーム特別支援学級（特別支援学級担任同士） 
２つ目は，「個別の指導計画」作成に伴う実態

把握や教師同士のアウトプットである。そのイ

メージ図である「『個別の指導計画』を生かした

校内委員会」については，図１０に示す。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
［図１０］個別の指導計画』を生かした校内委員会 

７７．．結結論論 
特別支援学級では，児童が安心して集団生活

に参加できる方法を模索していた。しかし，その

具体的な方法を見つけることは容易なことでは

ない。各チームにおいて，日常の会話や指導の記

録を蓄積し，複数の教師とアウトプットを繰り

返しながら検討することで，合理的配慮・指導・

支援の何が必要なのか知る手がかりが見える。

そうしたチームによる支援が実を結び，「個別の

指導計画」が特別支援学級，交流学級，学校全体

へと橋を架ける役割を果たすことで，校内委員

会を通して教師のつながりを生み出すことがで

きるのではないかと考える。 
通常学校で特別支援教育に携わる教師に寄り

添い，共に課題に向き合うことの重要性を認識

し，小学校現場において児童の支援について検

討を重ねた。本研究において作成した「個別の指

導計画」（自立活動編）の様式は，フィードバッ

クを基に再評価し，さらなる精緻化が求められ

る。今後も小学校教師とのつながりを強め，これ

までの取組を基盤に一層の広がりを模索し，引

き続き研究を深化させる考えである。 
謝謝辞辞 
 本研究の実習及び研究の遂行に際し，本学の

障害児教育講座の吉井勘人教授には，貴重なご

助言をいただきました。また，アンケートにご協

力いただいた先生方に感謝申し上げます。最後

に，実習校の皆さまへ心より感謝申し上げます。 
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の結果について（周知） 
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・川浪博文（2018）特別支援教育の視点に立った

校内支援体制の構築と効果的な運用‐特別

支援教育コーディネーターを中心にした学

級担任への支援の方策を探る‐ 

・いるかどり，武井恒，滝澤健（2024）特別支援

教育「自立活動」の授業づくり（P38～41） 

・古屋義博（2022）文部科学省「教育支援資料」

改定を支える基調に関する考察‐統計上の
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